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    《なかよく・かしこく・たくましく》 
 

令和３年 3 月 8 日（月）no.５２ 文責：上田 

 基本的生活習慣の定着を 
  村広報誌に学校保健会からの記事が掲載されていました。お読みいただけましたか?子

どもに「機嫌が悪い」「イライラする」などの様子はありませんか?睡眠は生活習慣の根幹を

なすと言えます。裏面の今年度「熊本県就学前教育に係る実態調査」結果からも、午後１０

時までの就寝、寝る前のテレビやゲームをひかえることを習慣としてもらいたいと思います。

学年末・学年始の春こそ、基本的生活習慣の定着の時期です。ご家族でご協力ください。 

 “ぷくぷくうがい” フッ化物洗口再開 

 昨年度末からの新型コロナの流行に伴う休校や感染拡大防止のために休止されていた

フッ化物洗口(ぷくぷくうがい)が、先週２日から再開されています。事前に家庭に希望調査

が行われ、全校の９割にあたる児童がフッ化物洗口を行っています。２学年ずつ週１回、３月

はのべ９回の実施予定で、村保健衛生課や村教育委員会の職員等が運営にあたられます。 

  フッ化物洗口については、予防歯科の観点から県条例による市町村での歯科保健事業

として学校歯科医の指導のもと実施されています。フッ素のむし歯予防効果について歯科

医師会等のHP等で確認いただくこともお奨めします。体調不良等による未実施の際は、必

ず体育館の運営者に連絡するよう子どもたちにご指導ください。 

  村人権啓発「作文・標語作品集」の全戸配付 
  村広報誌とともに西原村人権同和教育推進協議会編の人権啓発作文・標語作品集が

村内全戸に配付されています。例年実施されている西原村人権フェスティバルが、昨年度

はインフルエンザの流行、今年度は新型コロナ感染防止のため中止となり、今回の人権に

関する作文・標語の募集・編集となったとうかがっています。新型コロナ感染症をめぐる差

別・偏見などの人権侵害事案が社会問題にもなっています。人権の大切さとともに、その大

切さを人権文化として根付かせる努力を私たち一人一人が行動として表せることが望まれ

ます。子どもたちの作文・標語を通して、家庭でも考えていただければと思います。 

  作品集には一般の方の作文・標語も寄せられています。自分事として人権問題を考える

ことも、「あいさつ」などのふれあいもまた、人権文化を培うことにつながるのだと気づかさ

れました。 
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学童クラブ側、裏門のツバキが咲

き誇っています。5日は啓蟄でした。

季節が春へと進んでいます。 



 


